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リングスリーブ（E）用

〔リングスリープと電繍の継合わせ〕
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△ご注意
●この工具はりングスリーブ（E）用です。

●活線の圧岩は危険です．絶対にしないでください。

●線材1こ適合するリングスリーブをお使いください。適合してないと圧著

不良により機器の故障や火災の原因になります．
●リングスリーブの呼びと工具のダイス位置とを必ず合わせてください．

●リングスリーブの呼び贋小」の場合のみ、電線の組合ね域ζより粥ス

位固が「小」と「O」に分かれます．リングスリープと毘線の組み合わせ

表にて確認してください．

●圧慧後はリングスリーフに表示される圧着マ9で、正しいダイスで
」王着が行われたことを確認してください．

●圧着成形が完了しないご、ンドルが開かない構造になってL！ます。

’じドルが開くまで荷重勧賦てくださし、．

●圧看不良の原因となりますので、圧着完了時にダイス先端が勢チ

していることを確認の上、’じドルを開いてください．

●成形確認機構が解除されていない状態でハンドJレを無理に開いたり

八ントルが金開する前に閉じないでください。

■高所作業の際は、ご自身に安全ベルトを着用して、工興の落下
にもご注意ください．

●工員を八ンマーやベンチの代わり等、圧看作業以外の用途に使用

しないでくttさLl．また工具を改造して使用しないでください．

●ご使用前｛Z軸部のガタツキや圧着部に損儒匿がないか点険してください聰

ガタツキや損傷がある場合は修理に出してください．∬タツキや損傷が

あるまま使爾されますと圧着不艮により機器の故障や火災の原因に
なります。

●軸部の摩耗による圧着不良を防ぐため月1～2回軸部に注油して

ください．またサビによる圧着不良を防く酬こ、ご使用後、油布で

圧着部を拭いてから保管してくださLl●

●各軸に」鞠臨よるガタが生じる等、損傷槻られた際は使用しないで
く嬉さい．

●圧着不良を未然に防ぐためにも当社で定期点検〔有償｝を受ける

ことをお勧めします．（年1～2回）定期点検で補修が必要と籾定

された場合は、費用をご連絡の上辞社t［て対応もさせて頂きます。
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　　　　品質表示
願部材質／梼械構盗用合金鋼

焼入れ／頸部4Z～48HRC
　　　　’じドル郎43～47HRC
クリ7プ／エラストマー樹巌

全　長／254㎜
重　さ／約4309

山トNO．

國　　　　　　　　　　49・627480633
マクセルイズミ株式会社

〒399■8721
闘県松柿メ副墜貿303幡地　　　　　　醜n”リ
TEL　O263．SS－5757　　FAX　O263●86－1002
http：ltWw．taUWtl．maxele．pe．jp　　　　　　　　　　　　　　　　　　111069040
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中面（IS口3）

◎取扱脱明書◎

0

●ぎ使用前にあず本鋭明露をお醜みください　●

説朋翼の捷用方遊蜜あず守り安鉱建蹴してご使用く筐さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂
1．電縷の被覆を所定の長さに剥き、りングスリーブに挿入します。
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2．八ンドルが自力で開くまで、つよく握って八ンドルを開きます。
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3．リングスU一ブを電線の組合わせに合ったダイス部にセットした後

　軽く握り．リングスリーフ距落ちない程度に保持します．
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4．成形確認機構が解除されJkンドルが自力で開くまで荷重を加え

　ま凱’じドルを開き旺着したリングスリーブを取り出し、正し

　く圧着されてることを確認します．
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5．リングスリーブの先端から突き出た心線をベンチ等で切断します。
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6．絶繰テーフや絶縁キ栂ブで圧着箇所を絶緑処理して完了です。
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リシYXIEフ蝿線の噸棚坊～3㎜出翻燃で圧看して他戦
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先蜷がストッ’C一の役割をして

いるため、端子またはスリーフ

を基準以上漬すことがありま
せん．

トグル機構採用により単位ストll一クあたりの所要握力を軽減

しました．握力の弱い方でも必要な圧看力坊クtE得られます．

成形確認機構内蔵によ杁圧着が完了しなClと八ンドルが開かな
い構造になっています。

　　　　　　　　　　　　　　富巳

ダイス寸法表示部両面とも色付き

で、使絹位置確謹がしやすくな，
てます．

手にやさしいエラストマーグリヅプを採用し運続作業でも疲れません．

0
リングスリープのサイズについては断面積換算でも選定できます．

※リングスリーフと電線組合わせについては台紙繧薗をご確認く

　ださい．各電線は直勧ら断面積へ以下のように換算します．

　　　　　　　　　　　　　（sq＝スクエア）
　　　。Φ1・6mm⇒25q
　　・rp2・Omm　t＞　3．5sq

　・tp2・6mm⇒5．Ssq

電線断面積の合計により使用するリングスリープが異なります．

電線断面積 tjンijXb一ラ恥 工具タイス位置

45q以下 16xZ
45q超えて85q以下

小
小

8明超えて14sq未溝 中 申

145q以上 大 大

※Φ2石㎜X1とPt6rrVO　X1の組合わせのみ、断面積は7．5sqと准り
ますが、小サイズのリングスり一フに収まらない為．中サイズを使用します．
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絶縁被覆何端子を圧薮

“
X
Nが

閉蝦幾続子を圧着

リングスリーブ以外の電線コネクタには使用しないでください．

絶縁被覆端子などご使用した場合、鋤蓮の圧着により電線が切れて

機器の故障や火災の僚因なったり、工具を傷める恐紅があります。

0
圧着後、位置のズレや題線の挿入不良、正しい呼び寸法が刻印

されているか必ず確認しましょう。
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4 圧着位置のズレ

灘講≡ヨ 電線の心緯部の寸法不艮
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電線不揃いでの圧着


